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第
五
通
信
隊
員
並
び
に
ご
家
族
の

皆
様
、
五
通
Ｏ
Ｂ
会
、
そ
し
て
十
勝

野
ご
愛
読
者
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
隊
長

を
核
心
と
し
て
様
々
な
訓
練
・
支
援

等
の
任
務
を
完
遂
し
、
通
信
支
援
小

隊
及
び
写
真
班
の
訓
練
検
閲
を
実
施

す
る
等
、
隊
の
足
腰
を
鍛
え
て
き
ま

し
た
。 

 

本
年
は
、
旅
団
長
訓
練
検
閲
を
最

大
の
目
標
と
し
て
、
今
ま
で
鍛
え
積

み
上
げ
た
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、

隊
全
員
で
一
丸
と
な
り
成
果
を
出
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
も
隊
長
要
望
事
項
「
挑
戦
」

を
実
践
し
、
指
揮
官
に
直
轄
的
に
運

用
さ
れ
る
補
佐
者
と
し
て
「
上
意
下

達
」
「
下
意
上
達
」
を
効
果
的
に
図

れ
る
よ
う
職
務
に
邁
進
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。 

 

皆
様
に
と
っ
て
平
成
三
十
年
が
輝

き
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

第
五
通
信
隊
及
び
五
通
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 
 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
家
族

共
々
、
健
や
か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

第
五
通
信
隊
は
昨
年
も
隊
長
野
呂

二
佐
を
核
心
と
し
、
挑
戦
・
至
誠
の

指
揮
・
統
率
の
も
と
、
各
種
演
習
・

訓
練
等
に
邁
進
し
、
多
大
な
る
成
果

を
収
め
て
参
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
今
な
お
紛
争
・
テ
ロ
等
絶

え
な
い
国
際
情
勢
の
中
、
崩
壊
し
つ

つ
あ
る
イ
ス
ラ
ム
国
の
残
党
が
、
世

界
各
国
に
分
散
し
て
の
テ
ロ
行
為
等

懸
念
が
残
る
中
、
北
朝
鮮
は
国
連
安

保
理
決
議
や
国
際
社
会
の
非
難
・
忠

告
を
無
視
し
、
核
実
験
・
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
等
、
頻
繁
に
威
嚇
・
挑
発
を

繰
り
返
し
、
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
一

触
即
発
の
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

北
朝
鮮
が
国
際
社
会
の
経
済
制
裁
に

耐
え
、
多
く
の
人
民
を
犠
牲
に
し
て

ま
で
続
け
て
き
た
核
・
ミ
サ
イ
ル
開

発
を
、
今
さ
ら
断
念
す
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
が
、
何
と
か
平
和
的
に
解
決

し
て
頂
け
る
よ
う
願
っ
て
止
み
ま
せ

ん
。 

 

今
年
も
平
穏
で
明
る
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
折
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

  
 

 

北
朝
鮮
が
国
際
社
会
の
経
済
制
裁
に

耐
え
、
多
く
の
人
民
を
犠
牲
に
し
て
ま

で
続
け
き
た
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
、

今
さ
ら
断
念
す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、

何
と
か
平
和
的
に
解
決
し
て
頂
け
る
よ

う
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
今
年
も
平
穏

で
明
る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
折
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

第
五
通
信
隊
の
隊
員
諸
官
及
び
御
家
族

の
皆
様
並
び
に
五
通
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
平
素
か
ら
第
五
通
信
隊
に

対
す
る
温
か
い
御
理
解
、
御
支
援
及
び
御

協
力
等
を
い
た
だ
き
ま
し
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

 

現
在
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
は
、
周
辺

諸
国
と
の
緊
張
の
増
大
等
取
り
巻
く
環
境

が
益
々
厳
し
さ
を
増
し
、
国
内
外
の
安
全

保
障
環
境
の
安
定
化
へ
向
け
、
強
靭
な
陸

上
自
衛
隊
の
創
造
に
向
け
た
大
改
革
の
中

に
あ
り
ま
す
。
第
五
通
信
隊
に
係
る
シ
ス

テ
ム
通
信
の
分
野
で
は
、
新
装
備
、
技
術

革
新
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
旅
団
の
指
揮

の
命
脈
と
な
る
シ
ス
テ
ム
通
信
の
充
実
・

飛
躍
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す 

 

本
年
は
、
現
在
ま
で
の
各
種
成
果
を
踏

ま
え
、
基
本
・
基
礎
を
重
視
し
た
段
階
的

な
練
成
、
物
心
両
面
の
一
層
の
充
実
を
図

り
、
足
腰
の
強
い
第
五
通
信
隊
を
着
実
に

育
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
要
望
事
項
「
挑
戦
」
、
統
率
方
針

「
至
誠
」
と
し
、
全
隊
員
諸
官
の
仲
間
と

と
も
に
、
更
な
る
練
度
向
上
に
邁
進
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
昨
年
同
様
の
ご
厚
諠
を
賜

り
ま
す
事
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

本
年
は
、
現
在
ま
で
の
各
種
成
果
を
踏

ま
え
、
基
本
・
基
礎
を
重
視
し
た
段
階
的

な
練
成
、
物
心
両
面
の
一
層
の
充
実
を
図

り
、
足
腰
の
強
い
第
五
通
信
隊
を
着
実
に

育
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
要
望
事
項
「
挑
戦
」
、
統
率
方
針

「
至
誠
」
と
し
、
全
隊
員
諸
官
の
仲
間
と

と
も
に
、
更
な
る
練
度
向
上
に
邁
進
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
昨
年
同
様
の
ご
厚
諠
を
賜

り
ま
す
事
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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第
三
次
隊
訓
練 

 

平
成
二
十
九
年
九
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
の

間
、
矢
臼
別
演
習
場
に
お
い
て
、
第
三
次
隊
訓

練
を
実
施
し
た
。 

 

連
日
の
台
風
に
よ
る
悪
天
候
の
た
め
、
泥
濘

化
す
る
劣
悪
な
状
況
の
な
か
、
夜
間
車
両
進
入

及
び
通
信
所
の
開
設
撤
収
を
実
施
し
た
。
引
き

続
き
訓
練
後
の
検
討
会
に
お
い
て
活
発
な
意
見

交
換
を
お
こ
な
っ
た
。 

 
 

旅
団
・
帯
広
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
九
月
二
日
、
第
五
旅
団
創
立
十

三
周
年
及
び
帯
広
駐
屯
地
創
立
六
十
六
周
年
記
念

行
事
が
帯
広
駐
屯
地
訓
練
場
に
お
い
て
盛
大
に
と

り
行
わ
れ
た
。
隊
長
野
呂
二
佐
以
下
隊
員
一
同
は

観
閲
式
典
等
へ
参
加
し
た
。 

Ｏ
Ｂ
会
長
を
は
じ
め
多
数
の
隊
員
家
族
等
が
来
隊

さ
れ
、
観
閲
行
進
お
い
て
、
盛
大
な
る
歓
声
を

送
っ
て
い
た
。 

演
習
場
整
備 

 

Ｏ
Ｂ
会
長
賣
場
氏
が
、
永
年
に
わ
た
る
防
衛

基
盤
の
育
成
に
御
尽
力
さ
れ
た
御
功
績
に
よ
り

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

北
部
方
面
総
合
戦
闘
力
演
習 

 

平
成
二
十
九
年
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
九
日

の
間
、
北
部
方
面
総
合
戦
闘
力
演
習
に
参
加
し

た
。 

 

旅
団
の
通
信
組
織
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、

各
種
ニ
ー
ズ
に
即
時
対
応
し
安
定
し
た
通
信
を

提
供
し
た
。 

 

北
通
群
支
援
任
務
で
は
、
小
原
准
尉
・
吉
尾

准
尉
・
鈴
木
一
曹
・
品
川
三
曹
が
参
加
し
た
。 

 

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
十

日
の
間
、
矢
臼
別
及
び
然
別
演
習
場
に
お
い
て
、

平
成
二
十
九
年
度
秋
季
定
期
演
習
場
整
備
に
参

加
し
た
。 

 

通
信
支
援
の
ほ
か
、
演
習
場
既
設
回
線
の
点

検
及
び
通
信
線
保
守
の
た
め
の
支
障
木
等
の
伐

採
を
実
施
し
た
。 

ま
た
、
矢
臼
別
演
習
場
で
は
、
道
場
化
に
係
る

光
ケ
ー
ブ
ル
の
構
成
を
支
援
し
た
。 

旅
団
長
感
謝
状
受
賞 

 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
六
日
、
隊
年
末
行
事

を
帯
広
駐
屯
地
第
四
十
一
号
隊
舎
で
実
施
し
た
。 

 

隊
員
・
隊
員
家
族
・
隊
Ｏ
Ｂ
の
一
年
間
の
労
を

労
う
と
と
も
に
、
部
隊
の
団
結
及
び
士
気
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
部
隊
と
隊
員
家
族
、
隊
Ｏ
Ｂ

と
の
連
携
の
強
化
に
努
め
多
く
の
隊
員
家
族
が
参

加
さ
れ
た
。 

年 

末 

行 

事 
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九
月
に
部
隊
配
置
さ
れ
環
境
に
も
少
し

ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

組
長
か
ら
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
日
々
努
力
し
、
一
日
も
早
く
立

派
な
搬
送
通
信
手
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

新
配
置
隊
員
の
抱
負 

第
一
小
隊 

暗
号
電
信
手 

一
士 

奥
山 

美
香 

 

（
帯
広
市
出
身
） 

  

 

隊
の
一
員
と
し
て
早
く
部
隊
に
慣
れ
て
戦

力
と
な
れ
る
様
頑
張
り
た
い
で
す
。
ま
た
、

自
衛
官
と
し
て
厳
正
に
任
務
や
仕
事
を
行
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
特
技
の

練
度
が
低
い
の
で
、
零
細
時
間
を
活
用
し
て
、

練
度
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
先
輩
方
の
行
動
を
見
る
よ
う
に

し
て
、
自
分
に
取
り
入
れ
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
帯
広
出
身
で
あ
り
、
以
前
帯
広
駐
屯
地
に

来
た
事
が
あ
っ
た
た
め
懐
か
し
く
感
じ
こ
れ
か
ら

こ
の
駐
屯
地
で
勤
務
出
来
る
事
を
う
れ
し
く
感
じ

ま
し
た
。
前
期
教
育
隊
の
班
長
と
同
じ
特
技
班
に

配
属
と
な
り
そ
の
班
長
を
目
標
に
こ
れ
か
ら
頑
張

り
ま
す
。 

第
一
小
隊 

有
線
通
信
手 

一
士 

三
富 

慶
大 

 

（
釧
路
町
出
身
） 

  

第
一
小
隊 

無
線
電
信
手 

一
士 

東
山 

朋
樹 

 

（
中
標
津
町
出
身
） 

  

 

部
隊
に
来
て
少
し
づ
つ
雰
囲
気
に
慣
れ
て

き
ま
し
た
が
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
事
が
お
お

く
有
り
ま
す
、
通
信
科
部
隊
は
、
覚
え
る
事

が
多
く
体
力
も
必
要
な
の
で
少
し
で
も
多
く

の
技
術
と
知
識
と
体
力
を
身
に
つ
け
戦
力
に

な
り
た
い
で
す
。 

 

配
属
さ
れ
て
、
先
輩
方
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

る
中
で
、
先
輩
方
の
テ
キ
パ
キ
と
仕
事
を
す
る
姿
を

見
て
、
と
て
も
か
っ
こ
良
く
私
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、

先
輩
に
少
し
で
も
早
く
追
い
つ
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
為
に
は
先
輩
方
の

仕
事
を
す
る
姿
を
し
っ
か
り
と
見
て
、
聞
い
て
、
一

度
覚
え
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
メ
モ
を
す
る
事

が
大
事
だ
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
そ
の
こ
と
を
実
践
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
様
々
な
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
、
私
の
目
標
で
あ
る
「
陸
曹

に
な
る
こ
と
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く

し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

第
二
小
隊 

搬
送
通
信
手 

一
士 

山
本 

樹
奈 

 

（
京
都
府
出
身
） 

  

第
二
小
隊 

搬
送
通
信
手 

一
士 

小
田
部 

誠
人 

 

（
釧
路
市
出
身
） 

  

 

自
分
は
搬
送
通
信
手
と
し
て
、
組
長
の
指
示
を
待

た
な
く
て
も
行
動
で
き
る
組
員
、
組
長
を
補
佐
出
来

る
組
員
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
体
力
に
自
信
が
な
い
の
で
、
し
っ
か

り
体
力
練
成
し
体
力
検
定
「
三
級
」
を
目
標
に
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
ば

か
り
で
す
が
、
失
敗
を
恐
れ
ず
同
期
と
切
磋
琢
磨
し

て
、
お
互
い
一
人
前
の
自
衛
官
と
な
れ
る
よ
う
に
、

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
指
導
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第
一
小
隊 

有
線
通
信
手 

一
士 

三
代 

朱
毅 

 

（
茨
城
県
出
身
） 

  

 

着
隊
し
た
ば
か
り
で
、
技
術
も
な
け
れ
ば

何
を
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
先
輩
方
の
技
術
を
よ
く
見
て
、
学
び

よ
い
所
を
盗
ん
で
、
身
に
付
け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
世
話
に
な

る
先
輩
方
に
い
ち
早
く
追
い
つ
き
追
い
越
せ

る
よ
う
に
日
々
成
長
し
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

転
入
者
の
抱
負 

 

第
七
通
信
大
隊
か
ら
、
情
報
陸
曹
に
配
置
と
な
り

ま
し
た
湯
浅
一
曹
で
す
。 

 

初
め
て
の
業
務
で
は
あ
り
ま
す
が
、
戦
力
に
な
れ

る
よ
う
に
、
い
つ
も
通
り
淡
々
と
業
務
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ク
や
違
和
感
が
全
く
無
い
と
も
言

わ
れ
ま
す
が
、
他
部
隊
で
の
経
験
を
生
か
し
新
し
い

風
を
吹
か
せ
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

北
部
方
面
通
信
群
三
一
三
基
地
通
信
中
隊
日
高

派
遣
隊
か
ら
司
令
部
通
信
課
信
務
保
全
幹
部
に
上

番
し
た
桑
波
田
二
尉
で
す
。 

 

初
め
て
の
野
外
部
隊
で
あ
り
、
通
信
課
勤
務
と

い
う
こ
と
に
不
安
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
が
、
多
少

な
り
と
も
部
隊
に
貢
献
出
来
る
よ
う
に
、
日
進
月

歩
で
進
化
す
べ
く
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

力
不
足
の
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

通
信
課 

信
務
保
全
幹
部 

二
尉 

桑
波
田 

朋
之 

 
 
 
 
  

隊
本
部 

情
報
陸
曹 

一
曹 

湯
浅 

弘
一 

 
 
 
 

  

隊
本
部 

訓
練
幹
部 

二
尉 

小
山 

明
茂 

 
 
 
 

  

 

北
部
方
面
通
信
群
一
〇
一
中
枢
交
換
通
信
隊
よ

り
、
訓
練
幹
部
に
上
番
し
た
小
山
二
尉
で
す
。 

 

旅
団
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
向
上
心
と

克
己
心
を
持
っ
て
部
隊
の
任
務
完
遂
の
た
め
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
自
然
豊
か
な
道
東
の

地
で
第
五
通
信
隊
の
皆
様
と
一
緒
に
勤
務
で
き
る

こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。 

 
幹
部
と
し
て
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
で
あ
り
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

 

【
准
陸
尉
へ
】 

 

隊
本
部 

 

曹
長 

長
谷
川 

晃
一 

【
陸
曹
長
へ
】 

 

隊
本
部 

 
一
曹 

渡
辺 

 

登 
 

【
一
等
陸
曹
へ
】 

 

隊
本
部 

 

二
曹 
山
﨑 

正
和 

【
二
等
陸
曹
へ
】 

 

第
二
小
隊 

三
曹 
雲
津 

直
行 

【
三
等
陸
曹
へ
】 

 

第
一
小
隊 

士
長 

浅
間 

 
亮 

 

第
二
小
隊 

士
長 

佐
藤 
一
希 

 

同 
 
 
 

士
長 

進
藤 

翔
太 

【
陸
士
長
へ
】 

 

第
一
小
隊 

一
士 

小
形 

一
貴 

 

同 
 
 
 

一
士 

大
竹 

佑
佳 

 
 

同 
 
 
 

一
士 

種
田 

 

聡 
 

第
二
小
隊 

一
士 

田
代 

彩
香 

【
一
等
陸
士
へ
】 

 

第
一
小
隊 

二
士 

奥
山 

美
香 

 

同 
 
 
 

二
士 

三
代 

朱
毅 

 
 

第
二
小
隊 

二
士 

小
田
部
誠
人 

 

同 
 
 
 

二
士 

山
本 

樹
奈 

 
 
 
 

平
成
三
十
年
一
月
一
日
付 

 
 

昇 
 

任 

永
年
勤
続 

賞 
 

詞 

 

第
四
級
賞
詞
《
車
両
無
事
故
操
縦
》 

 
 

第
二
小
隊 

 
 
 
 
 
 

二
曹 

 

植
原 

健
介 

 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
四
日
付 

 

  

永
年
勤
続
二
十
五
年 

 
 
 

第
一
小
隊 

 
 

 
 
 
 

 
 

一
曹 

 

竹
谷 

嘉
行 

 
 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
付 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

５通ＯＢ会                

会    長   賣場  峰生 
副 会 長  加藤  輝 
副 会 長   結城  篤志 
事務局長    伊原  博美  
会    計    大西  千秋 
監  査  佐藤  政明  
監  査  岡村  和昭 
幹  事  久保  力夫  
幹  亊  小石川 勝志 
     （会員一同）      

隊員・ＯＢの活躍を応援します 
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あなたの備えは十分ですか？

お申し込み 帯広駐屯地厚生科内団体保険室（内線）２３８５
お問い合せ 弘済企業（株）保険常駐員 大久保 武・森 愛子

帯広市西８条南３２丁目                        

 （０１５５）４８－９８９６ ＦＡＸ４７－２５４５ 

代表取締役  戸 塚  義 明 

あいおいニッセイ同和損保 

自動車・火災・ 
傷 害 ・ 賠 償 

積立火災～傷害・
介 護 費 用 

ガ ン ・ 医 療 ・  
生 命 保 険 

他
各
種 

ＴＫＳ 

 

Ｏ
Ｂ
会
会
員 

故 

大
場 

繁
雄 

 

氏 
 
 
 
 
 
 
 

享
年 

八
十
八
歳 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日
逝
去 

 
 Ｏ

Ｂ
会
会
員 

故 

北
川 

清
三 

 

氏 
 
 
 
 
 
 
 

享
年 

八
十
一
歳 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
四
日
逝
去 

 
 謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

    

誕 
 

生 

 
 
 
 

二
曹 

猪
野
毛
裕
司 

 
 
 
 
 
 
 
 

い
ち
か 

 
 
 
 

長
女 

一 

花
ち
ゃ
ん 

 
 
 

《
十
一
月
二
十
三
日
誕
生
》 

 
 
 

三
曹 

青
田 

伸
哉 

 
 
 
 
 
 
 

こ
う
き 

 
 
 

二
男 

航 

輝
ち
ゃ
ん 

 
 

《
九
月
八
日
誕
生
》 

 

 
 
 
 

三
曹 

雲
津 

直
行 

 
 
 
 
 
 
 

 

と
う
ご 

 
 
 
 

長
男 

斗 

護
ち
ゃ
ん 

 
 
 

《
十
月
三
十
一
日
誕
生
》 

 

結 
 
 

婚 

 
 
 

松
浦 

道
也 

 
 
 
 
 
 
 

砂
絵 

 
 
 

十
月
十
二
日 

 

 
 
 
 
 

田
中 

圭
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
奈
美 

 
 
 
 

十
一
月
二
十
二
日 

 

 
 
 
 

横
尾 

一
輝 

 
 
 
 
 
 
 

亜
莉
沙 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

十
一
月
八
日 

 
 

隊
本
部 

後
方
陸
曹 

一
曹 

山
崎 

正
和 

隊
本
部 

訓
練
准
尉 

准
尉 

岩
崎 

公
人 

  

第
二
小
隊 

搬
送
通
信
陸
曹 

二
曹 

植
原 

健
介 

第
二
小
隊 

搬
送
通
信
陸
曹 

二
曹 
雲
津 

直
行 

 
 
 

第
一
小
隊 

無
線
通
信
手 

三
曹 

浅
間 

亮 
 
 
  

第
二
小
隊 

搬
送
通
信
陸
曹 

三
曹 

駒
木 

一
也 

 

人
生
四
度
目
の
年
男
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

 

自
衛
隊
生
活
も
残
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
様
々
な
方
々
の
支
え
が
あ
り

今
日
の
自
分
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
日
々
精

進
し
、
貢
献
し
て
い
け
る
様
今
後
も
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

今
年
で
四
回
目
の
年
男
を
迎
え
る
事

に
な
り
人
生
の
節
目
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り

改
め
て
見
つ
め
直
す
に
も
良
い
機
会
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
年
男
の
抱
負
は
、

こ
の
先
の
人
生
を
心
身
共
に
健
康
で
い

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
、
ま
た
、
次
の
年

男
を
迎
え
て
振
り
返
っ
た
際
、
家
族
も

含
め
て
豊
で
あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
精
進
す
る
事
を
抱
負
と
し
ま
す
。 

 
 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
さ
て
皆
さ
ん
は
休
暇
中
に
、
箱
根

駅
伝
を
み
ま
し
た
か
、
駅
伝
の
面
白
い

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
一
人
の
凄

い
人
が
頑
張
っ
て
も
、
誰
か
が
ケ
ガ
を

し
て
し
ま
っ
て
は
た
す
き
は
繋
が
り
ま

せ
ん
し
、
他
の
区
で
遅
れ
し
ま
っ
て
も

総
合
優
勝
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
達
の

仕
事
も
目
立
つ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
い
う
の

は
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
人
だ
け
の
力

で
は
な
く
皆
の
サ
ポ
ー
ト
と
か
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
あ
っ
て
こ
そ
一
番
輝
け
る
わ

け
で
す
。 

 

そ
う
い
う
人
に
私
は
な
り
た
い
。 

  

年
男
の
抱
負
と
言
わ
れ
て
ふ
と
思
っ

た
こ
と
が
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
も
う

十
五
年
に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
よ
う
な
気

も
し
ま
す
が
、
十
五
年
の
経
験
を
生
か

し
次
の
年
男
も
無
事
迎
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。 

  

年
男
の
年
齢
を
迎
え
る
の
も
今
回
で

三
回
目
と
な
り
ま
ま
し
た
。 

 

前
回
の
年
男
の
時
に
比
べ
、
体
力
面

で
は
、
少
々
衰
え
を
感
じ
る
時
が
多
く

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
一
方
、
人
と
し

て
は
、
転
属
経
験
を
含
め
大
き
く
成
長

で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
人
と
し
て

も
、
自
衛
官
と
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
現

役
な
の
で
、
さ
ら
な
る
成
長
で
き
る
よ

う
に
、
一
層
の
努
力
を
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

僕
の
今
年
の
抱
負
は
「
芯
を
持
つ
」

こ
と
で
す
。
普
段
の
生
活
で
、
自
分
が

行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
、
同

期
や
他
人
に
頼
っ
て
し
ま
い
、
自
分
で

言
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
曲
げ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
事
が
あ
る
の
で
、
今
後
気
を

付
け
、
無
く
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
年
は
、
三
曹
に
昇
任
し
ま

す
が
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。 

 

早
い
も
の
で
、
四
度
目
の
年
男
を
迎

え
ま
し
た
。
一
周
り
前
か
ら
の
十
二
年

間
は
、
結
婚
か
ら
子
供
の
誕
生
と
、
自

分
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
が
多
か
っ

た
十
二
年
間
で
し
た
。 

 

今
後
は
、
健
康
第
一
と
家
族
円
満
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
、
仕
事
面
で
は
、
初
心

を
忘
れ
ず
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
向
き
合
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

  

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
戌
年
と
な
り
、
年
初
め
か
ら
は
じ

ま
る
通
信
学
校
で
有
線
陸
曹
・
女
性
自

衛
官
と
し
て
の
知
識
・
技
能
を
蓄
え
て

磨
き
教
育
終
了
後
は
、
立
派
に
な
り

帰
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

来
年
は
、
初
級
陸
曹
と
な
り
、
亥
年
な

の
で
全
力
に
猪
突
猛
進
し
て
、
陸
士
の

見
本
と
な
り
し
っ
か
り
と
引
っ
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
一
小
隊 

有
線
通
信
手 

士
長 

松
浦 

慎 
 

 

私
の
今
年
の
抱
負
と
し
て
は
、
今
ま

で
自
分
が
出
来
な
か
っ
た
事
に
挑
戦
し

た
い
と
お
も
い
ま
す
。 

 

今
年
か
ら
階
級
も
変
わ
り
、
今
ま
で

任
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
仕
事
を
任

さ
れ
た
り
、
自
分
が
そ
の
場
の
長
に
な

り
仕
事
を
す
る
機
会
が
増
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
も
失
敗
を
恐
れ
ず
、
自
分
な
り
に
や

り
方
を
貫
き
、
日
々
の
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

隊
本
部 

総
務
班
長 

准
尉 

長
谷
川 

晃
一 

  

第
一
小
隊 

有
線
通
信
手 

士
長 

八
重
樫 

葵 
 

 

年
男
と
年
女
の
抱
負 

危険業務従事者叙勲受章 

 

Ｏ
Ｂ
会
員
の
小
林
達
夫
氏

が
、
永
年
の
功
績
に
よ
り
平
成

二
十
九
年
度
秋
の
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
章
瑞
寶
單
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
九

年
十
一
月
二
十
八
日
、
隊
長
野

呂
二
佐
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

２７７７ 

お
く
や
み 


